
別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

1
地域活性
化措置

地域医療共同教育研究・診
療事業

伊方町 17,980,000 13,000,000

交付金充当額 備　考



Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 地域医療共同教育研究・診療事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 伊方町
交付金事業実施場所 愛媛県西宇和郡伊方町三机

交付金事業の概要

医師の人件費（2名）12か月分
　安定的な医師確保及び質の高い医療サービスの提供による地域住民の福祉向上を図るた
め、瀬戸診療所内に招致する愛媛大学地域サテライトセンターで同大学教職員として地域
医療教育・研究に従事する医師が、当町会計年度任用職員を兼業して同診療所において診
療に従事するのに必要な人件費に交付金を充当します。

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　伊方町第２次総合計画後期基本計画
　基本目標[1]保健・医療・福祉～絆で創る、健康長寿と町民総活躍のまちづくり
　　　施策1-2 医療体制の充実
　　　　1　地域医療の充実
　　　　　　国保直営診療所管理運営事業
　　　　　※無医地区をつくらず、町民の健康維持と地域医療の充実を図る。

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

事業期間の設定理由



評価年度の設定理由
　事業完了により効果があると考えるため、令和７年度早期に評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

本事業により、安定的な医師確保が可能となり、身近な診療所で質の高い、安心・安全な
医療を提供することができ、住民から信頼される診療所としての役割を果たすことができ
ました。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

成果指標 単位 評価年度 令和７年度

医師の確保
により、町
民の健康維
持と地域医
療の充実に
よる地域住
民の福祉向
上

―

成果実績 ―

目標値 ―

達成度 ―交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標



交付金事業の担当課室 町民課

交付金事業の評価課室 町民課

うち経済産業省分 13,000,000 13,000,000 13,000,000 13,000,000
交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

うち文部科学省分

地域医療共同教育研究・診
療事業

雇用 医師2名 17,980,000

総事業費 17,680,000 17,120,000 17,980,000 17,980,000
交付金充当額 13,000,000 13,000,000 13,000,000 13,000,000

達成度 % 100 100 100

交付金事業の総事業費
等

令和４年度 令和５年度 令和６年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和４年度 令和５年度 令和６年度

医師人件費充当月
活動実績 月 12 12 12
活動見込 月 12 12 12



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 伊方町一般廃棄物収集運搬等業務委託事業

交付金充当額 備　考

1
地域活性
化措置

伊方町一般廃棄物収集運搬
等業務委託事業

伊方町 55,000,000 49,400,000

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 伊方町
交付金事業実施場所 伊方町一円

交付金事業の概要

一般廃棄物収集運搬等業務委託（令和６年４月１日～令和７年３月３１日）

　一般家庭から排出されるごみの効率的かつ適正な処理を実施するため、民間事業者に一般
廃棄物の収集運搬業務を委託し、収集運搬体制の充実を図ります。



交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

　交付金事業に関係する主要政策・施策：
　伊方町第２次総合計画後期基本計画
　　基本目標[２]社会基盤～生活基盤が整った、快適なまちづくり
　　　施策2-1
　　　　２ 適切な廃棄物処理体制の整備
　　　　　一般廃棄物収集運搬処理事業
　　　　　・廃棄物の適正な分別、保管、収集、運搬、再生、処分等の処理を行
　　　　　　い、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図る。

目標：適正な収集・運搬・処理に努め、循環型社会の形成による快適で潤いのある生活を確
保する。
　　　　過去３年間の再資源化率の平均を超えることを目標とする。
　　　　（再資源化率　令和５年度16.49％、令和４年度18.46％、
　　　　　令和３年度17.96％　過去３年平均17.63％）

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

事業期間の設定理由
毎年度のＰＤＣＡサイクルによる事業改善を図るため、事業実施翌年度早期に評価を実施し
ます。



交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

再資源化率
17.63％以上

再資源化率

成果実績 ％ 17.12

目標値 ％ 17.63

達成度 ％ 97.1%

評価年度の設定理由
毎年度のＰＤＣＡサイクルによる事業改善を図るため、事業実施翌年度早期に評価を実施し
ます。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

目標値を上回ることはできませんでしたが前年度比較で1.4％の上昇となりました。収集し
た資源ごみが汚れていて再資源化できないことが問題点として挙げられますが、資源の有効
利用と環境負荷軽減のため、個人、事業者、自治体が協力して、再資源化の取り組みを進め
ていきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

313
達成度 ％ 100.00 100.00 100.00

令和６年度

収集件数
（4月～3月）

活動実績 件 311 313 313
活動見込 件 311

交付金事業の総事業費
等

令和４年度 令和５年度 令和６年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和４年度 令和５年度

313

総事業費 55,000,00050,600,000 55,000,000

うち経済産業省分 43,000,000 47,500,000 49,400,000 49,400,000

48,730,000

交付金事業の契約の概要

交付金充当額 43,000,000 47,500,000 49,400,000 49,400,000
うち文部科学省分 0 0 0 0

交付金事業の担当課室 町民課
交付金事業の評価課室 町民課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
伊方町一般廃棄物収集運搬等業
務委託事業 制限付一般競争入札

株式会社　クリーンサービス伊
方 55,000,000



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

番号 措置名 交付金事業の名称

1 地域活性化措置 地域環境対策作業事業

交付金充当額 備　考

1
地域活性
化措置

地域環境対策作業事業 伊方町 33,733,325 30,400,000

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 伊方町
交付金事業実施場所 伊方町一円

交付金事業の概要

地域環境対策作業員の人件費（１０名）１２ヶ月分

町内の主要道路及び公園の環境保全並びに安全性及び利便性の向上を図るため、道路等の
維持管理を行う作業員の人件費に交付金を充当します。



交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

　交付金事業に関係する主要政策・施策：
　伊方町第２次総合計画後期基本計画
　　基本目標[２]社会基盤～生活基盤が整った、快適なまちづくり
　　　施策2-2 道路・河川の整備、交通環境の充実
　　　　2 地区内生活道路の整備
　　　　　地域環境対策事業
　　　　　・災害対応をはじめ地域住民の生活環境の利便性の向上を図る。

目標：道路作業チームは作業量と生活環境の向上が直結で正比例するため、過去
　　　の作業量と比較し、作業員１名あたりの作業道路延長が過去3年間を上回る
　　　事を目標とする。
　　（令和5年度37,254ｍ、令和4年度41,130m、令和3年度39,477ｍ
　　　：過去3年平均39,287ｍ）
　　　公園作業チームは作業員１名あたりの公園等の除草面積で、過去3年平均を
　　　上回る事を目標とします。
　　（令和5年度41,630㎡、令和4年度25,297㎡、令和3年度22,018㎡
　　　：過去3年平均29,648㎡）

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度
事業期間の設定理由



達成度 ％

（道路作業）
作業員１名あ
たりの作業道

路延長

（道路作業）
作業員１名あ
たりの作業道
路延長39,287

ｍ以上 82.2%

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

目標値
（公園作業）

㎡ 29,648

達成度 ％

（公園作業）
作業員１名あ
たりの除草面

積

（公園作業）
作業員１名あ
たりの除草面
積29,648㎡以

上 95.4%

成果実績 ｍ 32,292
目標値

（道路作業）
ｍ 39,287

成果実績 ㎡ 28,298

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和６年度令和４年度

132

評価年度の設定理由

　令和6年度の作業実績をもって評価するため、令和7年度に評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

道路作業チームは例年と比べ除草剤の散布に注力したこともあり目標値を下回る結果と
なっています。
公園作業チームは目標値を下回っているが、同じ3名体制であった令和3・4年度を上回っ
ています。
パトロール等を行い優先順位を付けて作業に取り組めていることにより、道路や公園の安
全で快適な利用が可能となっており、今後も住民満足度を上げるために効率的で効果的に
取り組みを実施していきます。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

108
達成度 ％ 100.00100.00 100.00

令和５年度

作業員の雇用量
（4月～3月）

活動実績 人 120132 108
活動見込 人 120

交付金事業の総事業費
等

令和６年度令和４年度 令和５年度 備　考

総事業費 33,733,32532,992,600 28,297,050 33,733,325

うち経済産業省分 30,400,00026,400,000 24,300,000 30,400,000

交付金充当額 30,400,00026,400,000 24,300,000 30,400,000
うち文部科学省分 00 0 0



交付金事業の契約の概要

交付金事業の担当課室 観光商工課　建設課
交付金事業の評価課室 観光商工課　建設課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
人件費 雇用 作業員１０名 33,733,325



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

37,500,000

交付金事業者名又は間接交付金事業者名

1 地域活性化措置 スクールバス等運行管理業務委託事業

伊方町
交付金事業実施場所 伊方町一円

交付金事業の概要

スクールバス等運行管理業務委託（令和６年４月１日～令和７年３月３１日）

交通サービスの提供による児童生徒の通学時の安全確保及び町民の利便性向上を図るた
め、町内のほぼ全域を巡回するスクールバスを、スクールバス及び地域巡回バスとして運
行するのに必要な委託費に交付金を充当します。

番号 措置名 交付金事業の名称

2
地域活性
化措置

地域巡回バス運行管理業務
委託事業

伊方町 21,678,038 15,500,000

44,489,293

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金充当額 備　考

1
地域活性
化措置

スクールバス等運行管理業
務委託事業

伊方町

交付金事業に要
した経費



交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその

目標 　伊方町第２次総合計画後期基本計画
　　基本目標[4]移住・定住　～定住の希望を叶える、住みよいまちづくり
　　　施策4-1 住環境の充実
　　　　2　総合的な交通体系の確立
　　　　　　公共交通機関の一体的な整備
　　　　　※スクールバスを活用した地域巡回バスの運行により住民の利便性の
　　　　　　向上を図るとともに、適宜運行体系の見直しを行います。

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　伊方町第2次総合計画後期基本計画
　　基本目標[6]教育・スポーツ・文化　～「ふるさと愛いっぱい」の人材（人
　　　　　　　　財）が育つまちづくり
　　　施策6-1 学校教育の充実
　　　　2 登下校時の安全確保
　　　　　スクールバス整備・運行委託事業
　　　　　※スクールバスの運行により、児童生徒の通学時の安全を確保しま
　　　　　　す。



0件
（令和２年度
実績を継続す

る）

令和６年度
における通
学児童生徒
の交通事故

件数

成果実績 件 0

目標値 件 0

達成度 % 100.0%

9,600人
（令和5年度に
おける巡回バ
ス利用者数）

令和６年度に
おける地域巡
回バスの年間

利用者数

成果実績 人 10,295

目標値 人 9,600

達成度 % 107.2%

交付金事業の定性的な成果及び評価等

令和５年度に引き続き通学児童生徒の犯罪や交通事故の罹災はなく、本事業の遂行によ
り、児童・生徒の安全に寄与することができた。巡回バス利用者数においては巡回バスの
町民への浸透、高齢者の免許返納等により7.2％増加しており、スクールバスの有効な活用
ができました。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度

% 100.0%

評価年度の設定理由

毎年度のＰＤＣＡサイクルによる事業改善を図るため、事業実施翌年度早期に評価を実施
します。

令和７年度

0件
（令和２年度
実績を継続す

る）

令和６年度
における通
学児童生徒
の犯罪罹災

件数

成果実績 件 0

目標値 件 0

達成度

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度



交付金事業の担当課室 教育委員会事務局

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

伊方地域バス運行管理業務
委託業務（請負）

制限付き一般競争入札
/随意契約

株式会社クリエイト伊方
運行１時間につき
2,055円（税抜）

交付金充当額 48,189,768 36,000,000 37,500,000 37,500,000
うち文部科学省分 0 0 0 0

交付金事業の評価課室 教育委員会事務局

瀬戸地域バス運行管理業務
委託業務（請負）

制限付き一般競争入札 佐田岬有限会社
運行１時間につき
2,050円（税抜）

三崎地域バス運行管理業務
委託業務（請負）

制限付き一般競争入札 岬観光開発株式会社
運行１時間につき
2,050円（税抜）

日 306
交付金事業の活動指標

及び活動実績

うち経済産業省分 48,189,768 36,000,000 37,500,000 37,500,000
交付金事業の契約の概要

総事業費 48,714,688 44,385,903 44,489,293 44,489,293

交付金事業の総事業費
等

令和４年度 令和５年度 令和６年度 備　考

地域巡回バスの運行日数
活動実績 日 242 240

308
達成度 % 103.92 101.63 102.92

令和５年度

306

活動指標 単位 令和４年度 令和６年度

スクールバスの運行日数
活動実績 日 318 311 317
活動見込

240
活動見込 日 242 241 243
達成度 % 100.00 99.59 98.77



地域活性化措置

交付金事業の概要

交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　伊方町第２次総合計画後期基本計画
　基本目標[4]移住・定住　～定住の希望を叶える、住みよいまちづくり
　　　施策4-1 住環境の充実
　　　　2　総合的な交通体系の確立
　　　　　　町内公共交通確保対策事業
　　　　　※地域巡回バスの運行と共に、民間事業者との連携による交通体系を
　　　　　　維持し、地域住民の利便性向上を図ります。

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

伊方町
交付金事業実施場所 伊方町一円

地域巡回バス運行管理業務委託事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名

番号 措置名 交付金事業の名称

2

地域巡回バス運行管理業務委託（令和６年４月１日～令和７年３月３１日）

交通サービスの提供による町民の利便性向上を図るため、地域巡回バスを運行するのに必
要な委託費に交付金を充当します。

事業期間の設定理由



目標値 人

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

10,400人
（令和6年度
における巡
回バス見込
利用者数）

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

10,400

達成度 % 114.3%

評価年度の設定理由

毎年度のＰＤＣＡサイクルによる事業改善を図るため、事業実施翌年度早期に評価を実施
します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

巡回バスの町民への浸透、高齢者の免許返納等により14.3％増加しております。伊方町に
おいては公共交通機関も少なく、町民の約半分が高齢者という特性もあり、交通難民ゼロ
を目指して今後も「住み続けられるまちづくり」に寄与していきます。

令和６年度
における地
域巡回バス
の年間利用

者数

成果実績 人 11,882

単位 令和６年度令和４年度 令和５年度

地域巡回バスの運行日数
99.59

242 241
達成度 % 98.77

活動実績 日 240242 240
活動見込 日 243

100.00

総事業費 21,768,73218,184,874 21,678,038 21,678,038
交付金充当額
うち文部科学省分 00 0 0

交付金事業の総事業費
等

令和５年度

うち経済産業省分 19,000,00016,000,000 15,500,000 15,500,000

令和４年度 令和６年度 備　考

19,000,00016,000,000 15,500,000 15,500,000

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標



地域巡回バス運行管理業務
委託業務（ふれあい６号）
（請負）

制限付き一般競争入札

地域巡回バス運行管理業務
委託業務（ふれあい１号）
（請負）

制限付き一般競争入札 佐田岬有限会社
運行１時間につき
2,050円（税抜）

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

佐田岬有限会社
運行１時間につき
2,050円（税抜）

交付金事業の担当課室 総合政策課

交付金事業の評価課室 総合政策課

交付金事業の契約の概要

地域巡回バス運行管理業務
委託業務（ふれあい２号）
（請負）

制限付き一般競争入札 佐田岬有限会社
運行１時間につき
2,050円（税抜）

地域巡回バス運行管理業務
委託業務（ふれあい３号）
（請負）

制限付き一般競争入札 佐田岬有限会社
運行１時間につき
2,050円（税抜）

地域巡回バス運行管理業務
委託業務（ふれあい４号）
（請負）

制限付き一般競争入札 岬観光開発株式会社
運行１時間につき
799円（税抜）

地域巡回バス運行管理業務
委託業務（ふれあい５号）
（請負）

制限付き一般競争入札 岬観光開発株式会社
運行１時間につき
999円（税抜）



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額

番号 措置名 交付金事業の名称

1 福祉対策措置 伊方町電源立地地域対策交付金事業（三崎つわぶき荘調理作業環境改善事業）

備　考

1
福祉対策
措置

伊方町電源立地地域対策交
付金事業（三崎つわぶき荘
調理作業環境改善事業）

伊方町 9,917,600 7,000,000
間接事業に要
する経費

9,917,600円

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 伊方町
交付金事業実施場所 愛媛県西宇和郡伊方町三崎

交付金事業の概要

真空調理クックチルに必要な調理器具等　一式

調理作業時間の均一化による調理員の負担軽減及び、献立・メニューの充実化による施設利
用者の食に対する満足度の向上、食材温度管理による衛生管理の向上を図るため、真空クッ
クチル導入に必要な調理器具を整備します。



交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　伊方町第2次総合計画後期基本計画
　基本目標[1]保健・医療・福祉　～絆で創る、健康長寿と町民総活躍のまちづくり
　　　施策1-4 高齢者福祉の充実
　　　 　　1　介護予防・在宅介護支援事業の充実
　　　　　※具体的施策には記載していませんが、本事業により、献立・メニュー
　　　　　　の充実化及び食材温度管理による衛生管理の向上を図ります。

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和８年度

機器の整備
による、調
理に要する
年間作業時
間の削減
1,450時間以
上

令和７年度
における調
理スタッフ
の年間勤務

時間

成果実績 時間

目標値 時間 1,450

達成度 %

評価年度の設定理由
　整備後の実績によって評価する必要があるため、令和8年度に評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無



令和４年度 令和５年度

0補助金の採択件数
活動実績 式 1 0 1
活動見込 式 1 1
達成度 % 100.00 0.00 100.0

令和６年度

総事業費 18,260,000 0 9,917,600 9,917,600

交付金事業の総事業費
等

令和４年度 令和５年度 令和６年度 備　考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位

うち経済産業省分 16,500,000 0 7,000,000 7,000,000
交付金事業の契約の概要

交付金充当額 16,500,000 0 7,000,000 7,000,000
うち文部科学省分 0 0 0 0

交付金事業の担当課室 長寿介護課

交付金事業の評価課室 長寿介護課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

伊方町電源立地地域対策交
付金

補助
社会福祉法人伊方社会 福祉

協会
9,917,600



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）

1
公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

伊方町電源立地地域対策交付金公共用施設維持運営基金造成事業

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額 備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

伊方町電源立地地域対策交
付金公共用施設維持運営基
金造成事業

伊方町 335,988,000 335,988,000

番号 措置名 交付金事業の名称

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 伊方町
交付金事業実施場所 伊方町一円

交付金事業の概要

　本事業では、スポーツ実施環境の整備充実、豊かな人間性を育てる学校教育の充実、良好
な保育環境と幼児教育の充実等による町民の福祉向上を目的として、公共用施設の維持運営
費に充てるための基金を造成します。
　基金を充当する対象施設、経費、期間は以下の通りです。
　　伊方町体育施設5件：電気代・水道代　令和7～8年度
　　伊方町保育所5件：職員人件費・電気代・水道代　令和7～8年度
　　伊方町学校施設8件：職員人件費・電気代・水道代　令和7～8年度
　　伊方町学校給食センター：職員人件費・電気代・水道代　令和7～8年度



交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　伊方町第2次総合計画後期基本計画
　　基本目標[1]保健・医療・福祉
　　　～絆で創る、健康長寿と町民総活躍のまちづくり
　　　施策1-3 結婚・出産・子育てへの支援の充実
　　　　3　保育環境の適正化
　　　　　適切な環境整備（施設の維持管理）
　　　　　※保育所の保育環境の維持管理を行うことにより、安全安心な保育を
　　　　　　提供する。
　　基本目標[6]教育・スポーツ・文化
　　　～「ふるさと愛いっぱい」の人材（人財）が育つまちづくり
　　　施策6-1 学校教育の充実
　　　　3　教育設備・施設の充実
　　　　　学校施設の適切な維持管理
　　　　　※ゆとりと潤いのある教育環境の維持管理を行い、学習意欲の向上と
　　　　　　学校生活の充実を図る。
　　　　3　教育設備・施設の充実
　　　　　学校給食センターの適切な維持管理
　　　　　※適切な維持管理により、児童生徒に安全で安心な給食を提供する。
　　　施策6-2 生涯学習・生涯スポーツの活性化
　　　　2　生涯スポーツ活動の普及
　　　　　社会体育施設の環境整備
　　　　　老朽化施設を順次改修し、スポーツを通じて町民の健康管理、体力の
　　　　　維持・増進を図る。

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

事業期間の設定理由



【学校施
設】
校内及び通
学時の犯罪
被害、交通
事故件数

0件を継続

成果実績 件

目標値 件 0

達成度 ％

【保育所】
保育所の待
機児童数

0人を継続

成果実績 人

目標値 人 0

達成度 ％

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和９年度

【体育施
設】
令和3～5年
度体育施設
利用者の平
均
35,209人以
上

（令和7～8
年度施設利
用者の平

均）÷（令
和3～5年度
施設利用者
の平均）

成果実績 人

目標値 人 35,209

達成度 ％



【給食セン
ター】
管理運営上
の問題によ
る給食休止
日数

0日を継続

成果実績 日

目標値 日 0

達成度 ％

評価年度の設定理由

基金の処分完了予定が令和８年度末であるため、令和９年度に評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無



令和8年度

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和7年度

達成度 ％

活動実績 施設
活動見込 施設 1819基金対象施設数

交付金事業の総事業費
等

令和８年度令和６年度 令和７年度 備　考

交付金充当額 0335,988,000 0 335,988,000
総事業費 0335,988,000 0 335,988,000

うち経済産業省分 0335,988,000 0 335,988,000
交付金事業の契約の概要

うち文部科学省分 00 0 0

交付金事業の評価課室 保健福祉課　教育委員会事務局

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
基金造成 積立 - 335,988,000

交付金事業の担当課室 保健福祉課　教育委員会事務局



別紙
Ⅰ．事業評価総括表（令和６年度）

　（備考）事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。
Ⅱ．事業評価個表（令和６年度）
番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維
持補修又は維持運営等措置

伊方町一般廃棄物最終処分場整備基金造成事業

（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称
交付金事業者名又は
間接交付金事業者名

交付金事業に要
した経費

交付金充当額 備　考

1

公共用施
設に係る
整備、維
持補修又
は維持運
営等措置

伊方町一般廃棄物最終処分
場整備基金造成事業

伊方町 234,642,000 234,642,000

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 伊方町
交付金事業実施場所 愛媛県西宇和郡伊方町九町

交付金事業の概要

一般廃棄物最終処分場　１式　　　浸出水処理施設　１式

廃棄物の適切な処理による生活環境の保全及び向上を図るため、最終処分場整備に要する経
費に充当するための基金を造成します。



交付金事業に関係する
都道府県又は市町村の
主要政策・施策とその
目標

交付金事業に関係する主要政策・施策：
　伊方町第2次総合計画後期基本計画
　　基本目標[2]社会基盤～生活基盤が整った、快適なまちづくり
　　　施策2-1 生活環境の充実
　　　　2　適切な廃棄物処理体制の整備
　　　　　　一般廃棄物最終処分場建設事業
　　　　目標：現行施設の埋立終了予定は令和10年3月までとなっているが、実際
　　　　　　　の埋立が早まっている状況であり、埋立が終了するまでに最終処
　　　　　　　分場を新設し、一般廃棄物のうち不燃ごみ、粗大ごみ等の適正な
　　　　　　　処分体制を構築、生活環境の保全及び公衆衛生の向上を図る。

事業開始年度 令和６年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

事業期間の設定理由

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和12年度

新たな最終
処分場の整
備による適
正な処分体
制を構築、
生活環境の
保全及び公
衆衛生の向
上

評価年度の設定理由
　工事の完了予定が令和11年度のため、令和12年度に評価を実施します。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

-

成果実績 - -

目標値 - -

達成度 - -



交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和４年度 令和５年度

基金造成数

令和６年度

達成度 ％ 100.0 100.0 100.0

活動実績 件 1 1 1
活動見込 件 1 11

交付金事業の総事業費
等

令和４年度 令和５年度 令和６年度 備　考

交付金充当額 217,535,000 343,516,000 234,642,000 234,642,000
総事業費 326,000,000 343,516,000 234,642,000 234,642,000

うち経済産業省分 217,535,000 343,516,000 234,642,000 234,642,000
交付金事業の契約の概要

うち文部科学省分 0 0 0 0

交付金事業の評価課室 町民課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
基金造成 積立 ― 234,642,000

交付金事業の担当課室 町民課


